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 近年，解析の需要が高い「投稿型」情報として，レシピサイトが挙げられる．これは，単身世帯の増

加，安全安心な食生活への関心などから今後も重要な情報源となると見込まれる．一方、栄養学の観点か

らは「食育」が盛んに研究されている．本研究では，レシピサイトを「食育」の一環として利用できるよ

うにする情報の分析および知識抽出に関する基礎技術を研究対象とする． 

 以上の視点から研究を進め，以下の成果を得た． 

 

 食事バランスガイドにもとづくレシピの自動分類手法の開発（但馬，久保田，井上，諏訪） 

 食事バランスガイドは，農水省から公表されている，一日の食事のバランスを視覚的に理解しやすくし

たイラストである．このイラストでは，「主食」「主菜」「副菜」「牛乳，乳製品」「果物」の各分類に

対してどのようなメニューがどの分類となり，どれだけの量を食べることが良いバランスとなるかが示さ

れている．本研究では，投稿型レシピサイトに投稿されたレシピが，食事バランスガイドのどの分類とな

るかを自動判別する手法を提案し，評価実験を行った．その結果7割程度の正解率を得た．この成果は諏

訪の修士論文としてまとめられた． 

 

 主菜に対する適切な副菜の自動提案手法の開発（但馬，久保田，井上） 

 成果目録１における研究では，主菜となるレシピに対して，副菜にふさわしいレシピを推定するという

課題に取り組んだ．これは，NTCIRという国立情報学研究所が主催する，検索，自然言語処理における諸

問題を実際にプログラムで解く課題として設定し，コンテストのような形式で研究成果の発表の場とする

国際会議である．レシピに関する課題では，本研究で参加した課題の他にも，検索語とレシピのマッチン

グ，英文レシピにおける検索などの課題が設定された．また，本学からはこのレシピの問題以外にも，医

療データ解析の課題に対して本研究室の菊井教授を中心とするチームで参加している． 
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 レシピの栄養価自動計算手法の開発（但馬，久保田，井上，坂本） 

 成果目録２における研究では，投稿型レシピサイトにおいて，レシピの栄養価を自動計算する手法を提

案、開発した．一般に投稿されるレシピに関して手作業で栄養価を計算することはその作業量の膨大さか

ら現実的ではない．しかし現在，多くのレストランのメニューなどでカロリー表示がなされるなど，食に

おける栄養価の重要性は一般によく知られるところであり，本研究のような自動計算は，その応用範囲，

効果において大きな意義のある研究課題である．本年度の成果としては，材料の分量抽出にまとを絞り研

究を行った．本課題は，今後も継続して行う価値のある研究課題である． 

 

 評判分析の基礎となる短い文章に対する感情推定（但馬） 

 成果目録５では，ツイッターなどで扱われる短い文章に対する感情理解を行い，従来の性能を上回る正

解率を出した．投稿型のレシピサイトにおける投稿内容の自動分析は，投稿数の増加に伴って至急の課題

となっており，本成果の果たす役割は大きい． 

 

 機械学習のアルゴリズムに対する基礎理論（但馬） 

 成果目録４における研究では，機械学習のアルゴリズムの基礎理論に対して貢献を行い，本研究課題の

今後の発展に重要な基礎を与えた． 

 

 人工知能問題における基本問題解決への貢献（但馬，藤岡） 

 成果目録３における研究では，ゲームの研究を通して探索や推論の基本的な問題を解決するための環境

づくりを行った． 

 さらに，コンピュータ大貧民大会を通じてアルゴリズム技術の向上をはかった．その成果として，本研

究室学部4年生の田頭幸三君が，人の知識に基づくプログラミング（ヒューリスティック）でこの大会の

部門優勝をおさめた．このプログラムは歴代のヒューリスティックによる優勝プログラムのどれよりも強

く，今後の大きな発展が見込まれる．また，地域の高校生など県大を目指す生徒にとって非常に大きな励

みとなるのは明らかである． 

  

以上より，本研究の成果は，学術研究における貢献のみならず，地域への貢献の大きなものとなった． 
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